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最
上
川
と
茂
吉

〈
最
上
川
の
上
空
に
し
て
残
れ
る
は
い
ま
だ

う
つ
く
し
き
虹
の
断
片
〉
と
、
斉
藤
茂
吉
は

疎
開
中
に
詠
ん
で
い
る
。
1 

9 

4 

5
年
（
昭

和
20
）
5
月
25
日
東
京
の
病
院
と
自
宅
は
空

襲
で
全
焼
し
た
。
茂
吉
は
故
郷
山
形
県
蔵
王

山
麓
に
疎
開
し
、
さ
ら
に
大
石
田
町
に
移
り

住
ん
だ
。
こ
の
こ
ろ
の
茂
吉
は
、
家
も
焼
か

れ
、
彼
の
歌
が
戦
意
高
揚
と
し
て
世
の
非
難

に
曝
さ
れ
、
失
意
の
ど
ん
底
で
あ
っ
た
と
い

う
。
し
か
し
な
が
ら
最
上
川
が
流
れ
る
大
石

田
町
の
人
た
ち
は
や
さ
し
か
っ
た
。
茂
吉
は

故
郷
の
温
か
い
人
情
に
触
れ
、
最
上
川
の
清

き
流
れ
に
日
々
を
過
ご
し
、
心
は
徐
々
に
回

復
し
た
。〈
最
上
川
岸
べ
の
雪
を
ふ
み
つ
つ
ぞ

わ
れ
も
健
康
の
年
を
む
か
ふ
る
〉
と
詠
む
。

　

小
平
博
之
著
『
斎
藤
茂
吉
「
白
き
山
」
と

最
上
川
』（
短
歌
新
聞
社
・
2 

0 

0 

8
）
に
よ
れ

ば
、
最
上
川
は
茂
吉
を
甦
ら
せ
る
河
川
で
あ

っ
た
。
も
し
、
最
上
川
が
汚
れ
て
い
た
と
し

た
ら
早
急
な
茂
吉
の
復
活
は
困
難
だ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
わ
が
国
に
お
け
る
高
度
経
済

成
長
時
に
汚
染
さ
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
さ

れ
た
河
川
の
復
元
の
変
遷
を
追
っ
て
み
た
い
。

河
川
法
目
的
の
変
遷

　

三
浦
大
介
著
『
沿
岸
域
管
理
法
制
度
論
―

森
・
川
・
海
を
つ
な
ぐ
環
境
保
護
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
』（
勁
草
書
房
・
2 

0 

1 

5
）
は
、
森
・

川
・
海
の
連
続
し
た
空
間
を
沿
岸
域
と
し
て

捉
え
、
そ
の
自
然
環
境
保
護
を
図
る
た
め
の

「
総
合
的
管
理
」
法
制
度
の
構
築
に
必
要
な

法
制
知
識
と
諸
問
題
の
解
決
方
法
を
テ
ー
マ

に
し
て
い
る
。
こ
の
書
で
「
河
川
法
の
歴
史

と
仕
組
み
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
河
川

法
目
的
の
変
遷
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

1 

8 

9 

6
年
（
明
治
29
）、
治
水
事
業
へ
の

要
望
が
高
ま
り
、
高た

か
み
ず
こ
う
じ

水
工
事
（
注
1
）
を
中

心
と
す
る
治
水
対
策
を
目
的
と
し
た
河
川
法

が
制
定
さ
れ
た
。
利
水
目
的
は
制
定
さ
れ
ず
、

そ
の
後
、
日
露
戦
争
な
ど
に
よ
る
需
要
が
増

大
し
た
水
力
発
電
に
伴
う
河
川
流
水
の
利
用

に
対
応
で
き
ず
、
よ
う
や
く
戦
後
に
復
興
需

要
の
た
め
に
、
農
林
省
等
の
利
水
の
た
め
の

法
整
備
が
な
さ
れ
、
1 

9 

6 

4
年
（
昭
和
39
）

水
資
源
の
総
合
的
利
用
・
開
発
に
寄
与
す
る

た
め
、
従
来
の
区
間
主
義
の
河
川
管
理
体
系

か
ら
水
系
一
貫
管
理
へ
と
移
行
し
、
利
水
関

係
規
定
の
整
備
、
ダ
ム
の
設
置
・
操
作
に
起

因
す
る
防
災
の
た
め
の
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。

治
水
と
利
水
を
目
的
と
し
た
河
川
法
の
制
定

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
高
度
経
済
成
長
に
よ
り
、

公
害
が
発
生
し
、
川
が
汚
れ
、
ま
た
治
水
対

策
の
た
め
、
都
市
部
の
中
小
河
川
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
三
面
張
り
の
直
線
的
な
河
川
工
事
が

施
工
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
河
川

環
境
の
視
点
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

建
設
省
（
当
時
）
は
1 

9 

9 

0
年
（
平
成
2
）

近
自
然
工
法
・
多
自
然
型
川
づ
く
り
工
法
の

採
用
を
可
能
と
す
る
、
自
然
に
や
さ
し
い
、

生
態
系
が
孤
立
し
な
い
河
川
環
境
の
保
全
を

打
ち
出
し
た
。

　

1 
9 
9 

7
年
（
平
成
9
）
河
川
法
の
改
正

に
お
い
て
、
河
川
環
境
の
保
全
の
目
的
が
制

定
さ
れ
、
な
お
か
つ
河
川
整
備
計
画
の
策
定

が
な
さ
れ
た
。
河
川
環
境
の
整
備
は
、
積
極

的
に
良
好
な
河
川
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
。

河
川
環
境
の
保
全
と
は
水
質
の
維
持
、
優
れ

た
景
観
を
有
す
る
た
め
の
区
域
の
保
全
で
、

河
川
工
事
に
よ
っ
て
環
境
に
与
え
る
影
響
を

最
小
限
度
に
抑
え
る
た
め
の
代
償
措
置
が
講

じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
河
川
環
境
復
元

の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
水
辺
空
間
、
多
自

然
型
川
づ
く
り
、
親
水
、
河
川
再
生
事
業
が

挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
書
を
見
て
み
た
い
。

水
辺
空
間
の
魅
力

　

松
浦
茂
樹
・
島
谷
幸
宏
共
著
『
水
辺
空
間

の
魅
力
と
創
造
』（
鹿
島
出
版
会
・
1 

9 

8 

7
）

は
、
人
と
水
の
係
り
方
に
つ
い
て
、
①
水
神

等
を
祀
る
信
仰
活
動
、
②
農
業
・
林
業
・
観

光
業
等
の
生
業
活
動
、
③
洗
濯
、
魚
と
り
等

の
生
活
活
動
、
④
治
水
、
利
水
、
清
掃
に
伴

う
社
会
活
動
、
⑤
川
を
場
と
し
た
創
作
活
動
、

⑥
川
を
社
会
科
、
理
科
の
授
業
の
教
材
と
す

る
教
育
活
動
、
⑦
水
辺
に
お
け
る
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
活
動
を
挙
げ
る
。
こ
の
よ
う
な
活

動
を
与
え
て
く
れ
る
重
要
な
水
辺
は
都
市
化

が
進
む
に
つ
れ
て
減
少
し
て
い
る
と
分
析
す

る
。
そ
の
た
め
に
水
辺
空
間
の
魅
力
に
つ
い

て
、
河
道
の
特
徴
を
活
か
し
、
中
の
島
、
砂

州
な
ど
の
利
用
で
川
に
流
れ
を
つ
く
り
、
川

の
歴
史
を
調
べ
表
示
す
る
必
要
が
あ
る
と
説

く
。

　

中
岡
義
介
著
『
水
辺
の
デ
ザ
イ
ン
』（
森
北

出
版
・
1 

9 

8 

6
）
は
、
三
つ
の
水
の
文
化
が

異
な
る
水
辺
を
つ
く
り
だ
す
と
い
う
。
一
つ

は
オ
リ
エ
ン
ト
の
乾
燥
砂
漠
に
展
開
さ
れ
た
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（注 1）高水工事

堤防工事や放水路の整備など、氾濫防止
のために最高水位を計算して行なう工事。

（注 2）高水敷

常に水が流れる低水路より一段高い部分
の敷地。普段はグランドなどで利用されて
いるが、大きな洪水のときは水に浸かる。
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湧
水
（
オ
ア
シ
ス
）
文
化
で
、
噴
水
に
代
表

さ
れ
る
。
二
つ
め
は
溢い

っ
す
い水

文
化
で
、
メ
ソ
ポ

タ
ミ
ア
等
の
乾
燥
地
帯
に
展
開
さ
れ
る
、
水

は
豊
か
に
注
ぐ
も
の
だ
と
す
る
。
三
つ
め
は
、

水
は
無
限
に
流
れ
る
と
す
る
日
本
の
流
水
文

化
の
展
開
で
あ
る
。
山
と
谷
が
つ
く
り
だ
す

複
雑
な
風
土
と
あ
い
ま
っ
て
、
日
本
人
の
自

然
観
の
基
調
を
な
す
。
こ
れ
ら
三
つ
の
水
文

化
の
観
点
か
ら
、
水
辺
空
間
を
創
造
す
る
。

　

さ
ら
に
、
水
辺
の
再
生
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

篠
原
修
ら
著
『
都
市
の
水
辺
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
』（
彰
国
社
・
2 

0 

0 

5
）、
生
態
系
の
復
元

を
図
る
中
村
太
士
編
『
川
の
蛇
行
復
元
』（
技

報
堂
出
版
・
2 

0 

1 

1
）、
溜
池
公
園
に
都
市

空
間
を
つ
く
り
だ
す
和
田
安
彦
・
三
浦
浩
之

共
著
『
水
辺
が
都
市
を
変
え
る
』（
技
報
堂
出

版
・
2 

0 

0 

5
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
快
適
な
水

辺
空
間
を
創
出
す
る
書
で
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
河
川
景
観
を
追
求
す
る
土

木
学
会
編
『
水
辺
の
景
観
設
計
』（
技
報
堂
出

版
・
1 

9 

8 

8
）、
島
谷
幸
宏
編
著
『
河
川
風

景
デ
ザ
イ
ン
』（
山
海
堂
・
1 

9 

9 

4
）、「
河
川

景
観
の
形
成
と
保
全
の
考
え
方
」
検
討
委
員

会
編
『
河
川
景
観
デ
ザ
イ
ン
』（
リ
バ
ー
フ
ロ

ン
ト
整
備
セ
ン
タ
ー
・
2 

0 

0 

8
）
も
挙
げ
て

お
く
。

多
自
然
型
川
づ
く
り

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
た
川
に
は
生

物
は
棲
め
な
い
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
の
反

省
か
ら
生
物
に
や
さ
し
い
川
づ
く
り
が
進
ん

だ
。
例
え
ば
堤
防
の
緩
傾
斜
化
、
高こ

う
す
い
じ
き

水
敷

（
注
2
）
の
樹
木
、
草
木
類
の
活
用
、
水
辺

の
ヨ
シ
の
保
全
、
多
段
式
及
び
ス
ロ
ー
プ
式

落
差
工
、
蛇じ

ゃ
か
ご籠

、
巨
石
等
多
様
な
空く

う
げ
き隙

構
造

を
も
つ
材
料
の
活
用
な
ど
の
工
法
で
あ
る
。

ニ
ュ
ア
ン
ス
は
異
な
る
も
の
の
、
こ
の
川
づ

く
り
は
多
自
然
型
河
川
工
法
、
近
自
然
河
川

工
法
、
あ
る
い
は
ビ
オ
ト
ー
プ
河
川
工
法
と

呼
ば
れ
て
い
る
。

　

1 

9 

9 

0
年
（
平
成
2
）
11
月
、
建
設
省

河
川
局
か
ら
「
多
自
然
型
川
づ
く
り
実
施
要

領
」
の
通
達
が
出
さ
れ
た
。「
多
自
然
型
川
づ

く
り
と
は
、
河
川
本
来
の
有
し
て
い
る
生
物

の
良
好
な
生
育
環
境
に
配
慮
し
、
あ
わ
せ
て

美
し
い
自
然
景
観
を
保
全
あ
る
い
は
創
出
す

る
事
業
の
実
施
を
い
う
」
と
定
義
す
る
。

　

こ
の
川
づ
く
り
の
考
え
方
は
、
愛
媛
県

五い
か
ざ
き

十
崎
町
「
町
づ
く
り
シ
ン
ポ
の
会
」
の
人

た
ち
が
、
1 

9 

8 

5
年
（
昭
和
60
）
に
ス
イ

ス
の
川
を
視
察
し
て
日
本
へ
導
入
し
た
の
が

始
ま
り
で
あ
る
。
ス
イ
ス
の
川
づ
く
り
を
訪

ね
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ゲ
ル
デ
ィ
・
福
留

脩し
ゅ
う
ぶ
ん

文
共
著
『
近
自
然
河
川
工
法
の
研
究
』

（
信
山
社
サ
イ
テ
ッ
ク
・
1 

9 
9 
4
）、
バ
イ
エ

ル
ン
州
内
務
省
建
設
局
編
『
道
と
小
川
の
ビ

オ
ト
ー
プ
づ
く
り
』（
集
文
社
・
1 

9 

9 
3
）、

多
自
然
型
の
川
づ
く
り
の
施
工
例
を
掲
げ
た

島
谷
幸
宏
著
『
河
川
環
境
の
保
全
と
復
元
』

（
鹿
島
出
版
会
・
2 

0 

0 

0
）
が
あ
る
。
掛
水

雅
彦
著
『
川
の
外
科
医
が
行
く
』（
高
知
新
聞

社
・
2 

0 

1 

1
）
で
は
、
近
自
然
工
法
の
魁

者
・
福
留
脩
文
の
施
工
河
川
を
追
っ
て
い
る
。

豊
田
市
の
児
ノ
口
公
園
、
高
知
市
境
の
吉
原

川
、
高
知
県
津
野
町
の
四
万
十
川
支
流
・
北

川
川
は
近
自
然
工
法
に
よ
り
、
河
川
が
見
事

に
復
元
さ
れ
た
。

　

河
川
行
政
の
立
場
か
ら
の
関
正
和
著
『
大

地
の
川
―
甦
れ
、
日
本
の
ふ
る
さ
と
の
川
』

（
草
思
社
・
1 

9 

9 

4
）
で
、
多
自
然
型
の
川

づ
く
り
の
理
念
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
あ
る
。「
わ
れ
わ
れ
人
間
は
招
か
れ
た
客
と

し
て
こ
の
自
然
を
訪
れ
て
い
る
。
し
た
が
つ

て
、
人
間
の
都
合
で
勝
手
気
ま
ま
に
自
然
を

改
変
し
て
は
な
ら
な
い
。
自
然
の
改
変
を
必

要
最
小
限
に
と
ど
め
、
改
変
す
る
場
合
に
も

別
の
形
で
自
然
を
復
元
し
、
あ
る
い
は
創
出

す
る
努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
が
人
間

と
自
然
の
調
和
あ
る
共
存
を
可
能
と
す
る
」

と
論
じ
る
。
関
氏
に
は
河
川
哲
学
が
あ
る
。

親
水
空
間
論

　

河
川
の
機
能
は
、
治
水
機
能
、
利
水
機
能
、

そ
し
て
親
水
機
能
を
も
つ
と
、
土
屋
十み

つ
く
に圀

著

『
都
市
河
川
の
総
合
親
水
計
画
』（
信
山
社
サ
イ

テ
ッ
ク
・
1 

9 

9 

9
）
で
は
論
じ
、
親
水
機
能

と
し
て
、
水
と
周
辺
の
生
物
な
ど
に
接
す
る

心
理
的
満
足
や
水
遊
び
、
住
民
の
憩
い
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
、
景
観
な
ど
を
掲

げ
、
潤
い
の
あ
る
水
辺
空
間
を
追
求
す
る
。

1 

9 

9 

0
年
（
平
成
2
）
農
林
水
産
省
が
推

進
す
る
「
水
環
境
整
備
事
業
」
に
鑑
み
、
水

路
に
お
け
る
親
水
空
間
を
捉
え
た
渡わ

た
べ部

一か
ず
じ二

著
『
水
路
が
喜
ぶ
水
路
の
親
水
空
間
計
画
と

デ
ザ
イ
ン
』（
技
報
堂
出
版
・
1 

9 

9 

6
）
が
あ

る
。
実
際
に
札
幌
市
の
創
成
川
、
福
島
県
の

大
内
宿
の
水
路
、
熊
谷
市
の
星
川
、
郡
上
八

幡
の
水
路
、
三
島
市
の
源
兵
衛
川
、
黒
磯
市

の
巻
川
用
水
が
並
ぶ
。

「
都
市
生
態
学
的
視
点
に
よ
る
親
水
行
動

論
」
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
あ
る
畔

く
ろ
や
な
ぎ柳昭

雄
・

渡
邊
秀
俊
共
著
『
都
市
の
水
辺
と
人
間
行

動
』（
共
立
出
版
・
1 

9 

9 

9
）
は
、
都
市
化
に

よ
っ
て
身
近
な
自
然
や
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
人
々
は
潜
在
的
に

自
然
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
る
。
こ
こ
に
親
水

行
動
が
生
じ
る
。
こ
う
い
う
行
動
は
、
周
辺

か
ら
失
わ
れ
た
自
然
環
境
を
補
完
す
る
も
の

と
し
て
、
水
辺
空
間
、
親
水
空
間
が
優
先
的

に
選
択
さ
れ
る
と
分
析
す
る
。
日
本
建
築
学

会
編
『
親
水
空
間
論
』（
技
報
堂
出
版
・
2 

0 

1 

4
）
は
、
海
の
親
水
事
例
と
し
て
京
都
の
伊

根
の
舟
屋
、
広
島
の
厳
島
神
社
、
青
森
の
木

野
部
海
岸
、
河
川
の
親
水
と
し
て
、
京
都
の

鴨
川
、
湖
沼
の
親
水
と
し
て
茨
城
県
の
古
河

総
合
公
園
、
東
京
の
浜
離
宮
恩
賜
庭
園
な
ど

を
挙
げ
て
い
る
。

河
川
再
生
事
業

　

河
川
再
生
事
業
に
つ
い
て
は
、
日
本
河

川
・
流
域
再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
編
『
よ
み
が

え
る
川
〜
日
本
と
世
界
の
河
川
再
生
事
例
集

〜
』（
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
整
備
セ
ン
タ
ー
・
2 

0 

1 

1
）、
渡
辺
豊
博
著
『
清
流
の
街
が
よ
み
が

え
っ
た
―
地
域
力
を
結
集 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ

ー
ク
三
島
の
挑
戦
』（
中
央
法
規
出
版
・
2 

0 

0 

5
）、
日
本
水
環
境
学
会
W 

E 

E 

21
編
集
委

員
会
編
著
『
み
ん
な
で
つ
く
る
川
の
環
境
目

標
』（
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
2 

0 

0 

4
）
が
あ
る
。
お
わ
り
に
、
黄フ

ァ
ン
ギ
ヨ
ン

祺
淵
ら
著

『
清

チ
ョ
ン
ゲ
チ
ョ
ン

渓
川
復
元
』（
日
刊
建
設
工
業
新
聞
社
・
2 

0 

0 

6
）、
朴

パ
ク
チ
ャ
ン
ピ
ル

賛
弼
著
『
ソ
ウ
ル
清
渓
川 

再
生
』

（
鹿
島
出
版
会
・
2 

0 

1 

1
）
を
掲
げ
る
。

　

関
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
河
川
の
復
元

を
図
る
と
し
て
も
自
然
と
の
共
存
の
観
点
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

河
川
も
人
も
生
き
て
こ
な
い
。
茂
吉
が
復
活

し
た
の
は
自
然
と
の
共
生
が
根
底
に
存
在
し

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

〈
生
き
お
れ
ば
逢
ふ
よ
ろ
こ
び
や
秋
の
川
〉。

　
（
手
柴
登
美
）


